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ブログ❖ピカいちさんの『雨ニモマケズ』   http://pikaichino.exblog.jp/

12月4日（土）、林いさお後援会事務所にて500人を超える支援者参加のもと、
励ます決起大会が盛大に開催されました。
林いさおは、「今回の選挙は、三芳町の命運をかけた大事な一戦。
未来の子どもたちに負の遺産を残さないために、絶対に勝たなくてはな
りません」と熱く訴え、未来開拓宣言のビジョンと町政刷新に向けて固
い決意を述べました。会場は「がんばれ!いさお!」のかけ声のもと、
熱気に包まれていました。
今回、林いさおマニフェスト「未来開拓43の宣言」が出来上

がり、檄の後には、いつものように「本人旗」をひるがえして
自転車でマニフェストの配布に出発。参加者も三芳
の全住民に配布すべく町に出ていきました。
政党の支持を錦の御旗に掲げる候補者がいいのか、政党

に頼らず、しがらみのない住民主役のまちづくりを自らの政
策で訴える候補者がいいのか。双方のマニフェストを
比較しながら、お一人おひとりが未来の三芳のこと
を考えていただきたいと思います。皆さま
方の暖かいご支援をよろしくお願いい
たします。

林いさお後援会事務所
〒354‒0045   埼玉県入間郡三芳町上富1003  TEL 049（274）7885   FAX 049（274）7886
林いさお公式ホームページ  http://www.isao.bz/

〈林いさお励ます決起
大会開催!!〉

青年部長の檄により会場は熱気に包まれる 500人を超える参加者が集まった決起大会 自転車で町に出発

討議資料

『雨ニモマケズ』

無所属53歳
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【
私
の
政
治
信
条
】

宮
沢
賢
治
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
の
詩
は
、
私
の
大
好
き
な

詩
の
一
つ
で
す
。

私
の
日
々
を
生
き
る
信
条
で
す
。

「
政
治
」
っ
て
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
心
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
町
を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
と
、
政
治
的
行
動
を
起
こ

す
こ
と
を
決
意
し
て
か
ら
、
こ
の
問
い
を
真
剣
に
考
え
続
け
て

き
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
出
会
い
、
地
域
の
問
題
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
に
触
れ
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
た
時
、
宮
沢
賢
治
の
こ
の
詩

が
、
違
っ
た
光
り
を
放
っ
て
心
に
輝
い
て
き
ま
し
た
。

一
個
の
人
間
の
生
き
方
と
し
て
信
条
に
し
て
い
た
こ
の
詩
が
、

今
、
何
よ
り
も
政
治
家
に
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
勢
で
は
な
い
か

と
…
…
。

宮
沢
賢
治
の
詩
に
は
、
深
い
真し
ん

摯し

な
祈
り
を
感
じ
ま
す
。
町

の
発
展
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
幸
せ
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
、
自
己

を
律
し
た
生
活
と
行
動
力
…
…
。

詩
の
中
に
感
じ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
徳
を
満
た
す
こ
と
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
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ウ
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3
年
半
前
、
町
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
時
に
、
右
の

よ
う
に
記
し
ま
し
た
。

そ
の
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

政
治
の
舞
台
に
立
ち
、
議
会
活
動
を
行
う
中
で
、
さ
ら
に
そ

の
思
い
は
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
国
は
ど
こ
に
行
く
の
か
。
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
新
た

な
政
権
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
昨
今
の
国

政
を
み
る
に
つ
け
、
政
治
家
へ
の
期
待
は
こ
と
ご
と
く
裏
切
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
地
方
政
治
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
部
の
先
進

的
な
自
治
体
で
は
、
首
長
と
議
会
が
積
極
的
な
改
革
を
行
い
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
は
旧
態

依
然
と
し
た
、
古
い
体
質
の
政
治
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
三
芳
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
後
者

の
部
類
に
属
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

国
も
地
方
も
根
本
は
一
つ
。
一
人
ひ
と
り
の
政
治
家
と
し
て

の
資
質
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
や
町
を
思
う

心
、
志
と
自
主
自
立
の
精
神
、
そ
し
て
政
治
家
と
し
て
の
品
格

…
…
。

宮
沢
賢
治
の
詩
が
、
あ
ら
た
め
て
光
り
を
放
っ
て
輝
き
を
増

し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
詩
を
政
治
信
条
に
町
政
を
刷
新
し
ま
す
。
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林いさおプロフィール
■林伊佐雄（はやしいさお）
■1957年（昭和32年）10月30日生まれ。53歳
町立三芳小学校、町立三芳中学校を経て県立松山高等学校、國學院大學文学部、同大学院文学
研究科修了。三芳町役場職員を経て、神明社宮司、サツマイモのはやし園代表。
■趣味……読書、音楽鑑賞、サイクリング
■好きな言葉……念ずれば  花ひらく  （坂村真民）
■尊敬する人……坂本龍馬、二宮金次郎
■家族……両親、妻、長男夫婦、孫、次男、次女の9人家族
■主な経歴……2007年、三芳町議員選挙トップ当選（2484票）
厚生文教常任委員会委員長、議会改革特別委員会、議会運営委員会、入間東部地区消防組合
議会議員。三芳町消防団団長、東入間青年会議所理事長、日本青年会議所理事、NPO法人国境
なき奉仕団理事（現職）

53歳

（
私
の
決
意
）

世
界
的
な
不
況
の
影
響
で
、
町
税
収

入
は
落
ち
込
み
、
三
芳
町
は
危
機
的
な

行
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
都

市
基
盤
整
備
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
等
も
含
め
る
と
、
今
後
5
年
後
に

は
町
債
残
高
が
1
　4
　0
億
円
を
超
え
る

見
込
み
で
す
。

こ
う
し
た
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
❶
将
来
へ
の
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
　
❷
積
極
的
な
情

報
公
開
　
❸
政
策
実
現
の

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
余
計
な
ツ
ケ
を
回
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
今
な
ら
間
に
合
い
ま

す
!

至
誠
を
も
っ
て
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

地
方
自
治
の
精
神
に
則

り
、
特
定
の
政
党
の
支
持
は

受
け
ず
、
住
民
主
役
の
町
政

を
目
指
し
ま
す
。




